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Ⅰ　はじめに

１　今日的教育課題

　児童が主体的に学びに向かうことが今日の教育課題の

一つとして挙げられている中，平成３０年度より小学校で

開始された学習指導要領（文部科学省，２０１７）は，資

質・能力の成長に目標を置き，全ての教科が①知識及び

技能が習得されるようにすること，②思考力，判断力，

表現力等を育成すること，③学びに向かう力，人間性等

を涵養すること，の３つの柱で整理され，児童生徒に主

体的・対話的で深い学びが実現するよう改訂が行われた。

この改訂された学習指導要領が示した内容について，無

藤（２０１８）は，知的な力としての知識とそれに基づく思

考力等，それを進める学びのエンジンとなる情意的・協

働的な力を自覚的に働かせることが大切であることを指

摘している。

　改訂学習指導要領（文部科学省，２０１７）は，アクティ

ブな学びの具体的な授業改善の視点を「主体的・対話的

で深い学び」としている。その中でも「主体的な学び」

の視点は，学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリ

ア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持って粘り

強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次になげる

学びの実現と，子ども自身が興味を持って積極的に取り

組むとともに学習活動を自ら振り返り，先の見通しを立

てて子ども自身が身に付いた資質・能力を自覚したり，

共有したりできるようにすることを目的としている。

　学習者は，学校を卒業した後々も自律的な学び手とな

ることが期待されており，新たな知識を獲得しながら，

課題解決のための力を伸ばしていくことが求められてい

る。「主体的な学び」を促進するためには学び続けること

が大切であり，そのための粘り強く最後まで取り組む姿

勢や難しいことにも挑戦することのできる力が必要であ

る。子どもたちが学んできたことを振り返り，挑戦しよ

うとすることに対する見通しを持つことができるように

なること，学ぶおもしろさや，有能感，充実感を味わう

ことのできる教育実践が教師に求められている。
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護者への取り組みとして家庭学習に対する保護者の支援を促す取り組み。の３つの活動を実施した。
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２　学校エンゲージメント

　学習への動機付けにかかわる概念として，エンゲージ

メントが注目されてきている（鹿毛，２０１６）。中谷（２０１５）

によると，教育心理学研究において，近年，注目される

エンゲージメント概念は，学習への主体的・能動的な関

与を意味する概念であり，単なる学習適応の考えの枠を

越えて，動機づけを含む積極的な関与状態を示している

とされている。森（２０１８）は，島井（２０１６）の「アク

ティブ・ラーニングがエンゲージメントをもたらすもの

である」という考えを取り上げ，エンゲージメント概念

が平成２９年に学習指導要領で示された，「主体的・対話

的で深い学び」の状態を示す指標となりうるものであり，

「授業に対するやる気が出る」「継続して取り組む」と

いった，児童が積極的に環境へ働きかけることをイメー

ジさせるものであることを述べている。これらの指摘を

裏付ける状況として，近年，欧米では，学校教育にエン

ゲージメント概念を取り入れた取り組みが行われている

（例えば，Fredericksら，２００４）。ただし，学校でのエン
ゲージメント概念の活用は，同義ながら様々な呼称が用

いられており（例えば“student engagement”，“school 
engagement”など），日本においても，統一されて使用さ
れていないのが現状である。本稿では，学校で児童生徒

にエンゲージメントの状態を生み出す取り組みを，学校

エンゲージメントとして記述する。

　Lippman＆Rivers（２００８）によると，学校エンゲージ
メントは，①行動エンゲージメント：課題に注意を向け

努力し粘り強く取り組んでいる状態，②感情エンゲージ

メント：興味や楽しさというポジティブな感情を伴って

取り組んでいる状態，③認知的エンゲージメント：物事

を深く理解しようとするとともに，意図をもってハイレ

ベルな技能を身につけようと自身の活動・計画・モニター

を行うような問題解決に取り組んでいる状態，の３つの

側面があることが示されている。

　学校教育では多くの時間が授業での学習活動で占めら

れており，学習を充実させることが児童の学校エンゲー

ジメントを生み出す大きな要因の一つとなることが考え

られる。そこで，本稿では学習の好循環を生み出す学習

習慣の形成に注目して先行研究を整理することとした。

３　家庭学習力

　学習習慣の形成に大きな影響を及ぼすものとして，家

庭学習が考えられる（田中，２０１７）。田中（２０１７）によ

ると家庭学習力とは，「家庭での規則正しい健康な生活習

慣の基盤の上に，子どもが家庭での宿題，予習，復習，

そして自主的学習等を計画的かつ自律的に行うために必

要な能力や態度」と示されている。

　実際に子どもたちにとって，家庭学習を進める環境を

整えることは難しい。田中（２０１７）は，家庭学習の特殊

性について，①教師という学習のペースメーカーがいな

い状況で，家庭では子ども自らがペースメーカーとなっ

て自学を進めなければならない。②テレビやテレビゲー

ム，マンガやスマートフォンという学習阻害要因が多い，

誘惑にあふれた環境の中で自律的・主体的に学ぶことが

求められる。③家庭学習の質と量が，家庭の教育力によっ

て影響を受けやすい状況の中で，自ら進んで自覚と自己

責任をもって学ぶ必要がある。④宿題や学校の予習・復

習だけでなく，自ら進んで読書をしたり，インターネッ

トで調べ学習をしたり，あるいは家庭で買い求めた参考

書や問題集を用いた学習をするなど，自主学習をより多

くすることが学力向上を支えている。⑤自分にとって調

子がでる時間帯や，学びやすい方法，苦手な教科や得意

な分野など，自己の特性に応じた手作りの家庭学習法を

確立する必要があると述べている。

４　学習習慣の形成にかかわる保護者・家庭支援

　望ましい学習習慣が形成されるためには，児童自身の

取り組み，教師の取り組みに加え，家庭での支援が重要

である。田中（２００８）は，教師の指導力と家庭の教育力

の双方の連携によって子供の総合学力の育成により強く

働くと言う仮説の検証を行っている。その際に，「個々の

教師による授業改善への取組だけでは，豊かな学力を確

かに育成するには十分とは言えない」「授業改善の様々な

取組に加え，保護者・家庭を巻き込んだ家庭学習の充実

への取組が重要である」と述べている。また，家庭教育

で重視すべき点として，第一に基本的生活習慣を挙げて

いるとともに，学校と家庭で重視する点として学習意欲

を挙げている。

５　学習習慣の形成による学校エンゲージメントモデル

　上述したように，児童が学習習慣の形成のために，児

童自身の取組に加え，教師，保護者・家庭の連携した支

援の必要性が挙げられている。そこで，本研究では，先

行研究での知見を活用し，児童の学習習慣の形成のため

の具体的な取組の基盤となる仮説モデルを作成した（図

１）。

　本モデルは，児童の学習習慣の形成を図ることにより，

学校エンゲージメントを向上させるモデルである。学習

習慣の形成のため３つの取組として①児童の取組（家庭

学習力アンケートの活用，児童会活動），②教師の指導力

向上のための取組，③保護者・家庭の支援，を設定した。

Ⅱ　目的

　本実践研究の目的は，児童，教師，保護者が学習習慣

の形成のための取組を行うことにより，小学生の学校エ

ンゲージメントの向上を図ることである。児童の学習習
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慣を形成するため，学習習慣の形成による学校エンゲー

ジメントモデル（図１）に基づいた実践を実施し，成果

と課題を検討することとした。

Ⅲ　方法

１　研究方法

研究１　児童実態把握のためのアセスメント

　児童の学校に対するエンゲージメントの状態を把握す

るため，児童用学校エンゲージメント尺度を作成し，エ

ンゲージメントの状況調査を実施。また，家庭学習力の

把握のために，家庭学習力尺度（田中２０１７）を用いた

調査を実施する。

研究２　学校エンゲージメントを高めるための教育実践

　児童自身が自分の伸びを実感できるようにし，さらに

は学習習慣に関わることに対して，ポジティブに感じる

ことのできる取組を児童会運営委員会が企画し，全校生

が参加する場を設定する。取組の中には，中学校区の学

校と連携するものもある。教職員の力量アップにつなが

るしかけや保護者啓発も合わせて行うことにより，児童

の学習習慣の形成を図る。

２　研究Ⅰ　児童実態把握のためのアセスメント

　１）児童用学校エンゲージメント尺度の作成と測定

⑴　項目の選定・作成

　児童用学校エンゲージメント尺度の項目選定，作成に

あたっては，Fredricksら（２００５）の“School Engagement 
Scale”，山岸ら（２０１６）が作成した「高校生のスクール
エンゲージメント尺度」，を参考にした。さらに，項目の

表現が，生徒に十分理解されるよう配慮した。また，こ

の項目内容は，教育学を専門とする大学教員３名および

大学院生３名によって検討され，児童用学校エンゲージ

メント暫定尺度２５項目（表１）を選定した。

⑵　調査対象及び期間

　公立小学校４年生３クラス８４名，５年生３クラス７３

名，６年生３クラス７１名

　時期は平成　X年５月

⑶　調査材料

　調査項目は，児童用エンゲージメント暫定尺度２５項目

（表１）を用いた。回答法は４件法とし，選択肢は，「あ

てはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」

「あてはまらない」とし，４〜１点を与えた。

⑷　調査手続き

　心理的な負担を考慮し，学級ごとに担任教師による集

団調査を行った。回答に要した時間は約１０分であった。

分析にあたっては，SPSSver２３によって処理を行った。
⑸　結果

①　因子構造

　測定項目の３項目について，主因子法により因子分析

を実施。固有値の減衰状況をスクリープロットで確認し，

３因子解が適当であると判断した。そこで，因子数を３

に固定し，因子分析を実施（主因子法，プロマックス回

転）。因子負荷量が．４０未満の項目を除外し，再度因子

分析を行い，最終的に３因子１３項目を採用した（表２）。

第１因子は「わたしは学校で難しいことにも挑戦してい

る」「わたしは学校でうまくいかないときがあれば，やり

方を変えて取り組んでいる。」などの内容であり，行動的

なエンゲージメントに関わる内容であることから，先行

研究（Fredricksら，２０１２）にならい，この因子を「行動

図１　学習習慣の形成による学校エンゲージメントモデル

表１　児童用学校エンゲージメント暫定尺度項目

１　わたしは自分の学校のことを大切に思っている。

２　わたしは学校（クラス）の中で自分の役割を果たしている。

３　わたしは学校のルールを守っている。

４　わたしは学校で自分の力を出し切っている。

５　わたしは学校で苦手なことでも取り組んでいる。

６　わたしは学校でうまくいかないときがあれば，やり方を変え

て取り組んでいる。

７　わたしは学校の授業でノートをしっかり書いている。

８　わたしは家で（４年生　５０分，５年生　６０分，６年生　７０

分）家庭学習をしている。

９　わたしは学校にいるのが好きである。

１０　わたしは学校での時間が早くすぎていると感じる。

１１　わたしは学校でのできごとを楽しいと感じる。

１２　わたしは分からないことが分かったり，できないことができ

るようになったりすることがうれしい。

１３　わたしは学校で友達と遊んだり話したりするのが楽しい。

１４　わたしは学校で友達や先生と気持ちが通じ合っていると感

じる。

１５　わたしは学校で不安になったり心配になったりすることが

ある。

１６　わたしは何かをするとき，正しいかどうか，まちがいがない

かを考えながら行動している。

１７　わたしは学校でむずかしいことにも挑戦している。

１８　わたしは学校でしっかり学んでいる。

１９　私は勉強に関する本を読んだり，インターネットなどで調べ

たりしている。

２０　わたしは学校でめあてをもって取り組んでいる。

２１　わたしは学校で友達とおたがいに教えたり，きいたりするこ

とが大切だと思う。

２２　わたしは今の自分よりもっとよくなりたいと思う。

２３　わたしは前とくらべると，自分の力がのびていると思う。

２４　わたしは成績に関係のないことには積極的に取り組まない。

２５　わたしには将来の夢がある。
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エンゲージメント」とした。第２因子は「わたしは学校

にいるのがすきである。」「わたしは学校での時間が早く

過ぎている」などの内容であり，感情的なエンゲージメ

ントに関わる内容であることから，先行研究（Fredricksら，
２０１２）にならい，この因子を「感情エンゲージメント」

とした。第３因子は「わたしは今の自分よりももっとよ

くなりたいと思う。」「わたしは学校で友達とおたがいに

教えたり，聞いたりすることが大切だと思う。」などの内

容であり，認知的なエンゲージメントに関わる内容であ

ることから，先行研究（Fredricksら，２０１２）にならい，
この因子を「認知エンゲージメント」とした。

②　信頼性の検討

　選定した項目について，尺度ごとに内的整合性による

信頼性の検討を行った。「行動エンゲージメント」尺度に

選定した項目の信頼性係数はα＝.８１であった。「感情エ
ンゲージメント」尺度に選定した３項目の信頼性係数は

α＝.７６であった。「認知エンゲージメント」尺度に選定
した３項目の信頼性係数はα＝.７２であった。このこと
から，本尺度においての信頼性が確認できたと判断した

（表２）。

③　尺度得点

　児童用学校エンゲージメント尺度のうち，「行動エン

ゲージメント」７項目の平均，「感情エンゲージメント」３

項目の平均，「認知エンゲージメント」３項目の平均をそ

れぞれの下位尺度得点とし，全１３項目の平均を学校エン

ゲージメント得点として算出した（表３）。

　２）家庭学習力アンケート調査の測定と結果

⑴　調査材料

　家庭学習力アンケート（田中，２０１７）の作成した家庭

学習力アンケートを，調査対象児童が回答しやすいよう

に筆者が文言を一部修正したものを用いた。アンケート

は８因子，２４項目で構成（表４）。回答法は４件法とし，

選択肢は，「とてもあてはまる」「少しあてはまる」「あま

りあてはまらない」「まったくあてはまらない」とし，４

〜１点を与えた。（表４）

⑵　調査対象及び期間

　公立小学校４年生３クラス８４名，５年生３クラス７３

名，６年生３クラス７１名

　時期は平成X年６月
⑶　調査手続き

　心理的な負担を考慮し，学級ごとに担任教師による集

団調査を行った。回答に要した時間は約１０分であった。

分析にあたっては，SPSSver２３によって処理を行った。
⑷　結果

①　測定結果

　家庭学習力アンケートの８因子（各３項目）のそれぞ

れの平均を因子の得点とし算出したものを表３に示す。

　３）考察

　心理的な負担を考慮し，学級ごとに担任が実施した。

エンゲージメントについては，４・５年生に比べて，６年

生が低くなっている。６年生は，学校生活の中で，素直

な気持ちを表現したり，受けとったりすることが難しく

なっており，そのことに影響があると思われる。

表２　児童用学校エンゲージメント尺度　因子分析結果

表３　児童用エンゲージメント尺度得点及び家庭学習力

アンケート結果
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　家庭学習力アンケートについては，学年別にみると，

自己コントロール力と自己マネジメント力において，６

年生が４・５年生と比べて，０.２ポイント低くなっていた。
観点別にみると自己マネジメント力が，他項目に比べて

ポイントが低いことから，家庭学習の記録用紙を使って

自己マネジメントの向上を図るなどの取り組みの必要性

が示された。

　４）研究２　学校エンゲージメントを高めるための教

育実践

　学校エンゲージメントを高めるため，児童自身の力を

伸ばすだけでなく，教師の指導力や保護者の協力は欠か

せない。さらに，学校全体の取組とするために，児童会

活動のテーマを学習習慣に関わることとし，児童会活動

を活性化していくこと，教師は，それぞれの指導力を総

合的に高めて，児童に効果的なフィードバックができる

ようにすること，保護者には，学習習慣の基盤となる生

活習慣に関することや学習習慣に関する情報を提供する

取組を進めていくこととした。

⑴　実践計画

①　児童の取り組み

a．児童の学習意欲形成のための学習環境雰囲気づくり
・中学校区内学校（小学校２校・中学校１校）での家庭

学習パワーアップ週間の共同実施

b．児童会による学習雰囲気づくり
・児童会スローガン作成，学習キャラクターづくり，行

事俳句募集，将来の夢ツリー設置

c．児童自身の学習状況の把握と意識化
・家庭学習力アンケート結果のフィードバックと支援

d．中学生との交流活動
・中学生への学習インタビューと紹介

・中学校区内学校間での自主学習ノート交流

②　教師の指導力向上のための取組

a．教師力分析チェックシートの活用
b．ミニ学習会の開催
③　保護者の取組

a．参観授業「学級活動」での家庭学習を見直す内容の授
業公開の実施

b．朝食レシピの募集とレシピ集の発行
c．学習習慣形成に関わるたよりの発行
⑵　教育実践の実際

①　児童の取組

a．児童の学習意欲形成のための学習環境雰囲気づくり
・家庭学習パワーアップ週間の共同実施

　家庭学習に頑張って取り組もうという週間を中学校校

区の３校（１中学校，２小学校）で実施した。実施時期

として中学校の定期考査週間を活用，実際の実施期間は

平成X年６月。

b．児童会による学習雰囲気づくり
　前年度末に，校長が児童に「どんな学校にしたいか」

というアンケートを実施した結果，「みんなでつくろう元

気いっぱい　えがおいっぱいの楽しい小学校」というス

ローガンが作成された。それを受け，年度の初めに，児

童会運営委員会により，学校の頭文字を活用して「なか

まはずれゼロ　がんばれ勉強　おおきな声であいさつ」

というめあてを作成した。その中で，今年度は「がんば

れ勉強」を特に力を入れて取り組んでいくことを発表し，

４つの取組を行った。

【学習キャラクターづくり】

　「なかまはずれゼロ」に関わるやさしさ，大きな声であ

いさつに関わるあいさつキャラクターはすでに存在して

いたが，学習に関するキャラクターがなかったため，児

表４　家庭学習力アンケート項目
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童から募集することにした。児童会運営委員会や担当教

諭で応募されたキャラクターの中から３案に絞り，児童，

教職員，PTA執行部が投票し，最も多かったものをキャ
ラクターとした（図２）。

　学習キャラクターを作成した児童だけでなく，応募し

た児童にも効力感が高まるよう，すべてのキャラクター

作品を掲示した。（図３）

【行事俳句募集】

　行事の振り返りの場として，また，保護者と一緒に家

庭で取り組むということから家庭学習に直接関係するも

のと考え，俳句を募集し，掲示した。

【将来の夢ツリー設置】

　何のために学習をするのかという目的を持って熱心に

取り組んだり，学習への参加を促したりできるように，

将来の夢を記入し，掲示した（図４）。

c．児童自身の学習状況の把握と意識化
・家庭学習力アンケート結果のフィードバックと支援

　「家庭学習力アンケート」（田中，２０１７）を活用し，児

童に自分の現在の取り組み状態を可視化させ，それを定

期的に見つめさせるようにした。

　家庭学習パワーアップ週間前の５月と家庭学習のパ

ワーアップ週間後の２回，家庭学習力アンケートを実施

し，個人に個票を返却した（図５）。

d．中学生との交流活動
・中学生への学習インタビューと紹介

　中学生から，望ましい学習習慣を形成するこつをイン

タビューし，それをポスター（図６）や動画（図７）に

した。

・中学校区内学校間での自主学習ノート交流

　３校で自主学習ノート（図８）を交流したりして，意

欲アップの手段として活用した。学校の隣にある中学校

に通う生徒の自主学習ノートに児童は大変興味を示した。

また，参観日を活用して保護者も自由に手に取る機会を

設けた。初めての試みとして好評で保護者啓発にもつな

がった。

②　教師の指導力向上のための取組

a．教師力分析チェックシートの活用
　教師自身が自分自身の教師力を客観的に把握し，省察

改善を図ることができるようにするために教員人材育成

指針（香川県教育委員会，２０１７）を参考に，使命感・責

任感，コミュニケーション，自己研鑽，子供理解，学習

図２　学習キャラクター

図３　キャラクター作品を掲示

図４　夢ツリーに将来の夢を笹につるす児童

図５　家庭学習力アンケート個票
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指導，生徒指導，学校づくり，参画・運営，危機管理の

９観点４５項目からなる教師力のアセスメントのための

アンケート調査を実施し，結果をもとに個人チェック

シートを作成した。このシートを教職員が省察すること

で，自分の力量が見える化され，研修や日々の実践へ参

加意欲の向上を図ることとした。

　アンケート結果を用いて若手教師とベテラン教師の教

師力各項目について比較検討した。ベテラン教師の特徴

として，適切なコミュニケーションがとれること，児童

の変化の把握ができること，早期対応ができることが挙

げられる。一方，若手教師の特徴は，学ぶ姿勢をもって

いること，授業改善の姿勢があること，進んで教職員同

士の関わりをもとうとする特徴があった（図９）。

この分析結果に即して，若手が持っている学ぶ姿勢，授

業改善の姿勢，教職員同士の関わりをもつ姿勢，という

強みを生かすことを中心に，OJTシートを活用して
RPDCAサイクルによる実践の振り返りを試みた。教師力
分析シートの結果から，自分の１年間の研究テーマを設

定し，実践を記録し，省察していく。若年者担当教諭や

ベテラン教諭から，指導・助言をもらう手順で進めた。

b．ミニ学習会の開催
　校内研修など全体での研修の活用が難しかったため，

有志で実施するミニ学習会を実施した。教師としての総

合力アップを目指し，「保護者対応と支援を要する児童へ

の対応」というテーマで質疑応答も行った。

③　保護者への働きかけ

a．参観授業
　参観日に，「学級活動家庭学習を見直そう」という授業

の公開の実施。学級活動を保護者が参観。児童が家庭学

習力アンケートの結果から，課題を克服するための方法

を考える。計画の立て方，時間管理の仕方など具体的な

方法を考え，それを保護者と共有した（図１０）。

b．朝食レシピの募集と発行
　朝食を食べないと答える児童が増加傾向にあったため，

学習習慣の基盤として朝食を欠かさず食べることは大切

なものであるという意識を高めるために，保護者から募

集し，作成した。調理は簡単もので，家庭科の実践の場・

予習の場として活用されることを期待した（図１１）。

c．学習習慣形成に関わるたよりの発行
　教師と保護者が連携を深め，児童により効果的な指導

や支援を行っていけるように，学習習慣の形成に関する

たよりを月に２回程度発行した。

図８　中学生のノートを見て，小学生が学んだことを

書いた付箋紙を付けて返却

図６　中学校生徒会からの応援メッセージ

図９　「教師力」分析チェックシートのベテラン教師と

若手教師の平均比較

図７　中学校生徒会からメッセージを給食中に視聴する児童
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Ⅳ　実践の検証

１　検証

　１）方法

　教育実践の効果を検証するために，教育実践前後の児

童用学校エンゲージメント尺度得点の変化について学年

ごとの学校エンゲージメント得点の平均の差をt検定に
より分析を行った。加えて，計画した教育実践による家

庭学習力の変化については，５年生・６年生について事

前事後の家庭学習力得点８因子の得点の平均値の差をt
検定により分析を行った。さらに，クラスター分析を用

いて，５・６年生の学校エンゲージメント３因子と家庭学

習力８因子による児童の分類し，学校エンゲージメント

と家庭学習力の関係を検討した。

　２）調査対象

　公立小学校４年生　３クラス計８４名，５年生３クラス

計７３名，６年生３クラス　計７１名　

　３）調査時期

　平成　X年　７月

　４）調査材料

⑴　児童用学校エンゲージメント得点

　教育実践後に測定した児童用学校エンゲージメント尺

度得点のうち，「行動エンゲージメント」７項目の平均，

「感情エンゲージメント」３項目の平均，「認知エンゲー

ジメト」３項目の平均得点を用いた。

⑵　家庭学習力アンケート得点

　教育実践後に測定した家庭学習力アンケート８因子の

平均得点を用いた。両調査とも回答法は４件法とし，選

択肢は，「とてもあてはまる」「少しあてはまる」「あまり

あてはまらない」「まったくあてはまらない」とし，４〜

１点を与えた。

　５）結果

　教育活動実践前と実践後の学校エンゲージメントと家

庭学習力アンケートの結果を表５に示す。

⑴　学校エンゲージメント得点の比較

　４年生の感情エンゲージメントに有意差が見られた。

５．６年生は変化が見られなかった。

⑵　家庭学習力アンケート

　５年生において，「学習習慣」，「自律心」，「自己マネジ

メント力」，「自己学習力」，「自己成長力」に有意な差が

見られた。

⑶　クラスター分析

　学校エンゲージメントの３つの下位尺度得点と家庭学

習力８つの下位尺度得点を用いてクラスター分析を行

なった。学校エンゲージメントと家庭学習アンケートを

分類し３つの「高」「中」「低」の点数にカテゴリー化し

た結果，以下のようになった。（表６）

２　考察

　４年生の感情エンゲージメントに有意差がみられたの

は，素直な気持ちで様々なに集中しているからだと考え

る。５・６年生については，教師の指導の場面が続くこ

とが多かったことに影響があると考える。

　家庭学習力アンケートの結果から，「学習習慣」，「自律

心」，「自己マネジメント」，「自己学習力」「自己成長力」

の伸びが見られた。家庭学習パワーアップ週間に合わせ

た，RPDCAサイクルのよさを実感し，取り組むよさを
感じられたことに関係すると考える。「自己成長力」につ

いては，将来の夢について考える取り組みをしたことで，

何のために学習をするのかということを考えるきっかけ

となったようだ。２回目の実施後の感想には，自分の伸

びを実感することよりも，できなかったことに注目が集

まっていた。また，「できた」「できなかった」という感

想に留まり，なぜできなかったのか，どうすればできる

ようになるのかにまで考えが及んでいなかったところが，

エンゲージメントを高めるまでに至らなかったことと影

図１０　家庭学習を進めるこつについてグループ発表をする児童

図１１　朝食レシピ集に掲載されているレシピの一部
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響があると考える。

　記述統計分析よりC２のカテゴリーは，どの項目も高
得点となっている。約半数の児童が，様々な取り組みの

場を活かし，自分の力をのばしている。

　C１のカテゴリーは，C２と比べて，１ポイント以上離
れているのが，「自己マネジメント力」となっている。

「自己マネジメント力」とは，「毎日どんな学習をしたか，

ノートなどに記録を付けるようにしている」「計画したと

おりに家で学習できたかどうか，ふり返って反省してい

る」「自分の家庭学習の仕方をふり返って，改善している」

である。自分の取り組みを記録し，できたかどうかふり

返り，改善につなげることの有効性，手順，意欲の継続

が難しいのではないかと思われる。自己マネジメント力

に関わる力を伸ばし，できたという達成感や伸びている

実感を伴うには，教師の働きかけは重要である。教師の

支援があることで，よい変容につながっていくと考える。

　C３は，集団の中では４％ではあるが，緊急に教師の
介入が必要である児童がいると考える。「生活習慣」は，

３つのカテゴリーの中でも得点が，２.９４と高くなってい
る。保護者の協力が十分にあることが実証されていると

考える。「自己学習力」「自己マネジメント力」は２ポイ

ント以上低くなっている。教師の適切な支援がなければ，

さらに状況が悪化していくであろう。C１の児童と同様，
さらに手厚く，自分の取り組みを記録し，できたかどう

かふり返り，改善につなげることの有効性，手順，意欲

の継続を図ることができるように個別の対応が必要であ

る。

　エンゲージメントに関しては，行動や認知の部分で，

C３の児童なりに取り組んでいると思われる。様々な活
動に没頭できるように，個別に目的や取り組み方等が理

解できる支援が必要なのではないかと考える。教師だけ

でなく，児童同士でも関わりを持つことで改善が期待さ

れる。

Ⅴ　今後の課題

　本研究の今後の課題として次の３点があげられる。

　第１に，上位層の児童にとっては，見通しをもって取

り組みやすく，自分の伸びを実感できる結果となった。

一方で，教師の個別の支援が必要な児童にとっては，行っ

てきた取組が，エンゲージメントの変容にかかわるだけ

の大きな影響を及ぼさなかった。さらなる，教師の価値

付けやフィードバック，児童同士の関わりが必要である。

　第２に，児童の学習習慣の形成に関わる教師による共

通実践が行われにくかったことである。学級の実態に合

表５　学校エンゲージメント及び家庭学習力の平均値の差のt検定結果

表６　学校エンゲージメント及び家庭学習力による

クラスター分析結果

（N）
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わせて，担任の裁量で家庭学習が進められている。可能

な範囲で個に合う課題を提示すること，児童会等の取組

に，それぞれの学年や学級の実態に応じて更なる能動的

な参加を促すことが大切であると考える。

　第３に，家庭学習に取り組んだことで，「テストのよい

成績を収めることができた」，「授業がとてもよく分かっ

た」という経験ができる場を多く設定することである。

児童は，「取り組んでよかった」という経験を繰り返すこ

とで，さらに家庭学習に取り組むようになる。それが，

家庭学習力アンケートの伸びにつながり，さらには相関

関係のある学校エンゲージメントの向上に関係すると考

える。

（注）　本研究は平成３１年鳴門教育大学教職大学院にお

ける実践研究の一環として行ったものである。研究

にあたって，実習校の協力と支援に厚く御礼申し上

げます。
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